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韓 国 ・台湾の 「NIEs」化 の成功 は,と もに輸 出指 向工業化の実現 によるも
のである。 しか し輸出指向型工業化過程における担い手 は,韓 国においては,
財閥大企業が主力で あるのに対 し,台 湾に於ては中小資本である。特 に商業部
門においては80%以上 も占めてい る。台湾の中小資本 は,戦 前戦後 を通 じて 日
韓の ような系列関係を持たない独立性 向が強 く,ま た輸出 ・商業集 中,小 型志
向,家族的経嘗 地下経済依存などの商人資本的性格が残り泊 湾資本蟻 の
性格 の一特徴 をな しているu。かつ て 日本植民支配 による経済統制 を受 けたに
もかかわ らず,韓 国 と違 って,台 湾 は独 自な中小資本中心の商人資本主義的性
格を形成 してきた。その中小資本の功罪が しぼ しば論議 されてい るが,し か し,
この ような経済構造 を規定す る台湾商人資本主義の性格 につ いての認識が欠け
たまま,現 象的論議 に終 って しま うことが多い。台湾資本主義 の性格が台湾経
済の過去及 び将来 にとって もつ意味 を検討す るためには.差 当 って,台 湾の商
人資 本 とその性格 の歴史的形成過程をみ ることが不可欠である。
まず歴史上,台 湾の開発が商人資本による商業的開発で始 ま った ことを念頭
に置かねばならない.日 本入植以前,す でに商品経済・ とりわけ商業的農業の ,
発達がみられた。蘇 商人資本鮒 外貿易饗 して・台湾をアジア貿易圏のな
ユ)台 湾資本主義経済の商人的性格については 『台湾のW剤(隅 谷三喜男編.東 大出版会,1992
年)終 章G余 照彦筆)を 参照されたい。
台湾資本主義の発展と商人資本(225)43
か の一つの重要 な 「中継基地」2}としてつ くり上 げた。商人資本 は,加 工業,
金融取扱い資本の性格 をも兼ね,経 済全体を支配 していた。 日領後,経 済構 造
が大 きく変 え られ,植 民政府圧政 と日本資本 による統制 に迫 られる中,台 湾人
資本は独 自な固有基盤で,そ れに抵抗 ・対応 して台湾経済の二重構造の一環 を
担 っていた。就 中この時期 の商業資本が,業 者数,取 引額 とも日本資本 を抑 え
ていた ことは注 目すべ きである。そ して こめ過程 に形成された台湾商人資本 の
特質は,台 湾資本主義 の性格 に重要 な意味を持つであろうと考 えられる。既存
の研究では台湾人商人資本の形成 と性格 についてあま り触れ られて こなか った,
と くに日本植民地期にお ける台湾商人資本の様態 に関す る研究は,ほ ぼ空 白状
態 といえる。本研究は この空 白を埋めるべ く,商 人資本の 日本植民地期 におけ
る経営主体,経 営形態の変化 と性格形成 を解 明す るとともに,台 湾の資本主義
化過程を,商 人資本主導 と商人資本性格 の中小資本 中心 の資本主義化3〕とい う
図式で関連させて考 えてみたい。その商人資本の変遷 と性格形成を内外要 因の
総合作用によるもの と捉 え,次 の構成で考察 してい く。
1:日 植苗 の台湾 人商人資本の存在形態
1.清前期(1683-1858)の三位一体の商人資本 と 「郊」商組織
2.清末1858年開港後 の 「郊」の弱体化 と商人の分化
皿:日 植期 の台湾人商 人資本 の再編過程
1.日露戦争(1904)まで の温存期
2.日 露戦後における商人資本 の蓄積 と性格
皿:日 植期 の対岸貿易 と台湾人商人
ユ.貿易構造の変化 と商人資本蓄積
2.物流,人 流,資 金 フロー構造
2)永 積洋子 「17世紀 の東 アジア貿易」,浜下武志等編rア ジア交易圏 と日本の工業化』 リボロポ
ロー ト出版,1991年。







1.清前期(1683-1858)の三位一体 の商人資本 と 「郊」商組織
台湾の歴史において は,資 本原蓄の最初の主体 は商業資本であ り,そ の過程
は同時 に対外貿易資 本の原著過程で もある。
台湾の大規模 開発は明末 の大陸の福建,広 東か らの移民 によ りは じめ られた。
それまで福建沿海の漁民が台湾で漁獲,荷 物の集積,商 売 な どを行い,ま た米,
砂糖,樟 脳,鹿 皮を産出 し,こ こを拠点に して南 はジャワ,北 は 日本 と貿易 を
行なっていた。北港,淡 水,基 隆などの港 を中心 に商業が繁盛 していた。 オラ
ンダ侵入後(1624),オラ ンダは台湾物産で アジア域内貿易 を行 な うので,ま
すます台湾の海外貿易が盛んにな り,農産物の商業的開発が一層進 められた。
この時期 は大陸 との貿易が中心で,主 な取引品 目は砂糖で,そ れ に携わ る台湾
=中 国商人 も大い に潤 った。
鄭成功が,1661年に台湾を奪 回 したあ とも貿易で もって,軍 備 と経済力の強
化を図った。沿海か ら移民を募 集 し,台 湾島内の開発 にも力 を入れた。 この時
期は,大 きな発展期である。人口はオランダ占拠期 よ り大 きく増 えた。そのた
め,日 用品は大陸か ら移入 し,同 時に台湾の農産物の大陸へ の搬出額 も年毎 に
大 きくな った。商人達が集 ま り,内外商業 はさらに発展 した4,。
清 の台湾平定後,舗 は気候 と肥沃な土地 とい う天神 条件か ら・早 くも対
岸の不可欠の 「糧倉」 にな った。 この時期の貿易は,台 湾の米,砂 糖を大陸へ,
大陸か ら織物 など生活用品 を搬入する ものであった。 自然条件 と豊富な移民労
働力 に起 因す る農産品生産優位 によ り,台湾 は米,糖 及 びその加工製品 に特化
し,遠 隔地市場 圏の一環 として,大 陸 との分業体制が形成 された。商人は貿易.
で大 きく蓄財で きた。高利 を博すため,商 業に多 くの人が従事 した。蓄積が進
4)こ の時期の商況 については黄福才 『台湾商業史』江西人民出版社,1990年,第3章84ページを
参照されたい。
台湾資本主義の発展と商人資本(227)45
む につれ,大 商人が出現 し,さ らに大商人は,土 地 を取得 して,直 接,移 民や
季節労働者 を集め,米,砂 糖,茶,樟 脳な どを生産 ・加工 させ,移 民は初期の
農業賃労働者 となった。 また農民に農地を貸 し,あ るいは資金 ・加工場 を提供
して農産物 を生産 ・加工 させた。商 人資本は,こ こで商業 にとどまらず,農 産
品生産加工業,前 貸 し金融業 の性格 も兼ね備 えて,三 位一体 的な存在 となっ
た5〕。 この特徴 は在来資本の強さの所在である。
清政府が初期 において,台 湾に対する開発余力や関心 をそれほど持たなか っ
たせいか,島 内の商業 など経済活動の殆 どは,こ うい つた中小規模であ りなが
ら三位一体的 な商人資本 に握 られていた。貿易規模 と商人数 の拡大で,商 人は
「郊」(郊行 とも言 う)と い う組織で結束 して,台 湾経済 を牛耳 るに至 った。
「郊」 は台湾 と大陸 の間の分業関係 を利 用 して貿易 に携 ってい る商人た ちの
「ギル ド」 のよ うな組織で ある。商人の団結 と信用 の維持 を以 て,内 外商人に
対抗す ることが主 な 目的である。「郊」 は,出 身地によって集 団を作 り,出 身
地別で 固まっていたのが主軸である』それを 「大郊」 と呼ぶが,主 に対外貿易
を担当 し,「外郊」 或いは 「水郊」 とも呼 ばれた。 日用品の島内流通 な どで商
品別で 固める郊 もみ られたが,こ ち らは 「小郊」・「内郊」 と呼 ばれた6'。1725
』年台南で三大有力郊(三 郊)
の成立が記載されてい る,以 後台北 に も三郊の成
立をみた。その後 ます ます発展 して,多 くの港や市街を中心 に 「郊」が成立 し
た。郊商人の貿易決済は対岸 の厦 門に多 く存在 した民間金融 「銭荘」が行 なっ
たが,「銭荘」 の多 くは郊商人が兼営 し,そ こで は独 自の 「彙票」(約束手形)
が流通 していた。商人資本独 自の資金源 は後の存続の重要な基盤 の一つ とな っ
た。
清初期の台湾社会で は,郊 の役 目は大 きい。各商号間の トラブルの仲介,公
正料金 の作定か ら,祭 りの主催,治 安 の維持 まで含 まれていた。経済 ・社会 の
5)三 位一体資本の形態については劉進慶氏が次の論文で論証 している。「清末台湾における対外
貿易の発展 と資本蓄積の特質」『東京経大学会誌j第138号,1984年.
6)卓 克華 『清代台湾的商戦集団」 台原出版社,民 国79年(1990),51ペー ジ。
46(228)第154巻 第3号
発展 に,「郊」が主導的な役割 を果 た した と言えよ う。 しか し,「郊」 には,日
本江戸時代 の 「座」や,ヨ ーロ ッパの 「ギル ド」制度の ような独 占的,強 固 な
縦の繋が りや,成 員,修 業者 に対す る厳 しい規制がみ られなか った。 また政権
と結 び付 かない点 は大 きな相違である。台湾は常 に戦乱,政 権交替の波 に洗わ
れたため,郊 商は政府 と結 びつ くよりも小規模で機敏 に対応す る方法 を選んだ。
この時期の郊資本が,土 地,産 業の固定資産の形成 よ りも商業 に集中 したこと
はその好例である。 また緩やか な開放的な組織形態は,後 の台湾人商 人の独立
分離傾向の ような台湾 人商人の特 質につなが ってい るのか もしれないη。 この
ような郊資本の特質は,や がて開港のイ ンパ ク トによる組織 か ら独立 した商人
資本形態へ の陸続たる転化 に連なる。 しか し組織 自体 は 日本領有中期の組合法
施行 までつづいた。対岸の厦門の郊は,1950年の社会主義改造運動 まで続いた。
これば民間への浸透で郊が強靱 だ った一面 を物語 ってい る。
2.清 末1858年開港後の 「郊」の弱体化 と商人の分化
1858年清政府は外圧 に屈 して,一 連の開港 を余儀な くされた。台湾の淡水,
安平,基 隆,高 雄 を開港 した。外国資本は汽船や豊富 な資金 を もって台湾に侵
入 して きたが,島 内流通 と生産 は依然 と して主に台湾人が担 当 していた。主な
輸 出品は,伝 統的な樟脳,茶,砂 糖であ るた.め,外資 は,.一方で は従来 の郊商
か ら買入れたが,他 方では,豊 富 な資金を買弁商 人を通 して直接生産者 に前貸
しす るなどの手段で原料を確保 しようとした。貿易の発展 によ り,台 湾の特化
物産 の生産が刺激 を受 け,こ の時期生産,輸 出 とも高成長 した。当然その主 な
受益者 は外資であ るが,そ れに付着 してい る買弁資本階級が この輸出貿易の拡
大に便乗 して,自 己資本の拡大に努めた。台湾の買弁 は外資洋行 に属すの と,
独 自の会社 を持ち,洋 行 と組み島内物産の集荷,農 民へ の融資 を行 う商人の二
7)郊 の分解 ・弱体化についての既存の研究は,商 人同士の団結心の欠如に起因するとし,こ の傾




外資 の搬 出は主に対欧米 なので,原 料入手の面で郊商 と競争 になるが,郊 の
在来の対岸市場にはさほ ど影響が なかった。1862年以降は台湾 の貿易額は急上
昇 し,そ の輸 出ブームのなかで買弁 ・豪商のほか に も資本蓄積 した人が少な く
なか った。中国 と日本への砂糖の4分 の3は 中国商 人が搬出 したと記録 してあ
る8〕。また厦門へ搬 出された ものが.・部外国へ再輸出された。外資 は物 産を掠
奪す る反面,台 湾 を海外市場 とリンクさせた。輸 出ブームの中で郊 の豪商 と新
興勢力 としての買弁は,固 有の基盤 と中間的で有利 な立場 を利用 し,商 機 に機
敏 に反応 して,蓄 積 をすすめた。実際に大商人が巨富を積み対岸慶門に大屋敷
な どを残 したのは殆 どこの時期の もので あった。 もう二方,中 小郊商は在来の
島内交易や 日用品貿易分野で活動 し,二 重経済の もう一方 を担 った。貿易主体
の二分化 につれ,郊 の分化 も見えは じめた。中小郊商の中で も,貿 易の拡大 に
つれ,独 立で経営する力がつ くと,組 織か らの独立が 目立ち,組 織 が弱体化 し
てい った。 しか し,個 々の商人資本は,ま が りな りにも蓄積成長 していた。
商人資本蓄積が成長 したに もかかわ らず,産 業資本へ の転化 には積極的で は
なか った。 その原 因は,ア ヘ ン貿易 の蓄積へ の悪影響 も大 きいが9,,台湾 の農
産品特化の優位 と廉価 な季節移民労働者の大量存在,大 陸側 の相対 的な工業製
品の発達が,貿 易 を便利に し,商 業が行い易か ったことにあ る。また清の近代
工業の官業資本中心政策 も一般的 に民間資本の活用 につ なが らなか った。清政
府の台湾商業 にたいす る管理,統 制 はや はり緩やかで,交 易で は脱税や闇商売
は公然であ り,流通の中間にある郊商資本や買弁商人に暴利 を貧 られた ままの
状態であ った。商 人資本は産業資本への転化 よ りも,対 岸貿易 と後期の海外市
場への参入 という有利 な条件 を利用 して,輸 出特化物産の商業活動 に集中 した。
初期の商人主導の商業的開発 は海外市場 との連結で,産 業資本への成長ではな




商人の社会地位 も台湾で は農,工 を凌 ぎ,士 に次 ぎ第二位の存在であ?だD,か
「か る経済 と商人資本の発達 は
,後 の 日領期 の経済整備 に便利 さ と何 らか の制限
との双方 を加 えた と考 えられ る。
II日 植期の台湾人商 人資本の再編過程
台湾の農産物及びその加工品の輸 出貿易 に主導された国際市場依存型=輸 出
指向経済が,日 本領有時点まで にはかな りの発展をみせたが,日 清戦争 の結果,
台湾 は日本 に割譲せ られ,政 治経済構造 に大 きな変化が起 きた。台湾 は日本の
都合 によ り,早期 は典型的な植民地モ ノカルチ ャーm経 済 に,30年代以降は,
戦争 のための工業 「南進基地」 として建設 された。貿易の面では,日 本の米 ・
糖の供給基地 と工業品市場か ら,日 本工業品中継地 と輸出指向加工 品の生産地
へ と変わ り,否 応無 しに 日本市場依存型の輸出指向経 済貿易構 造が定着 して
いった。経済支配 と政治の圧政の中,輸 出指向経済構造の中へ と機敏 に対応 し
根強 く生 き延びた台湾人資本が,大 小を問わず一番多 く手掛 けた事業 は商業 ・
貿易業であ る。それ を可能に したの は,台 湾の伝統的 な商業開発 の結果 である
「郊」 商人の固有民間基盤であ る。 日本 の領有 にもかかわ らず,日 本資本の浸
透は,こ の ような民間に深 くかかわ ってい る中小商業,家 庭内工業,農 業へ は
難 しか った。 とくに島内商業は完全 に台湾人の手 によって行 なわれていた。 こ
の時期 の台湾人商人資本の実態 と環境変化 に対処するための独特な特 質形成 を
考察す る ことに よ り,従来単純化 され て捉 えられ て きた台湾資本主義化 の実
態121と性格の原点を探 る。
1.日 露 戦 争(1904)まで の温存 期
10)実業之台湾社 「台湾経済年鑑』大正14年版,499ベー ジー。
11)台湾のモノカルチ ャー経済は他の植民地単一作物と違 って,米 と砂糖の二種ある。京大人文研
山本有造氏はそれをバイカルチャー と呼んでいる。
12)既存研究,例 えば矢内原忠雄 『帝国主義下の台湾』では,日 本独 占資本による一方的資本主義
化 と捉 えた,そ れに対し照彦氏は土着大資本の抵抗を分析 したが,中 小資本をみる視点に欠けた。
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日本植民期 における在来資本の変容は,日 露戦争 までは台湾人資本の温存期,
日露戦後 とくに第一次大戦後は台湾 人夫資本衰退期で,30年代以降 は中小資本
の成長期,と 特徴づけ られ る。商業資本の変化 は,と りわけ鮮やかである。
台湾植民初期 においては,経 済的には 日本の独占資本の未熟 さと台湾 の発達
していた現地資本が島内に深 く浸透 していた ことによって,日 本資本による開
発 は期待で きず,む しろ総督府主導 による現地資本の活用 と温存が植民地経営
の得策 と考 えられた。 また現地資本の反抗 も無視で きないほ ど影響が大 きく,
領有当初は現地資本を温存す る政策 を立 てざるをえなか った。さらに財政 自立
とい う課題を抱えていたため,ま ず既存 の製糖業 と砂糖輸出が国際収支 と産業
発展 の資金源 とな った。
そ うした中で現 地資本の力 も必要だ として消滅 させず に,政 府主導の近代製
糖業への参入 を奨励 した。糖業の発展 は,土 地所有 と民 間基盤のあ る台湾 人資
本にとって,伝 統 的かつ最 も適応 しやすい分野であ る。砂糖輸出は 日本市場へ
と方向 を変え られ た。「糖」 と後 の 「米」供給 とをあわせたバ イカルチ ャー的
性格は,早 期重商主義的な植民地掠奪 的なものに他ならない。その結果,対 外
依存 と特化生産の構造 をます ます定着 させたが,台 湾の在来資本 にとっては,
そこに存続 の余地が与え られた。
製糖 は1917年に工業産出の80%以上で,砂 糖貿易 は最大の商業で あ り,こ れ
を抜 きにしては資本蓄積 は語れない。砂糖輸出振興にのって,台 湾 大族系大資
本及び中堅資本 の成長が 目立 った。この時期 に成立 した幾つかの近代製糖会社
及 び輸 出会社 は台湾人資本が中心であ った。 オーナーの中心 もまた清末 の海外
貿易で活躍 していた豪商,買 弁資本な どの豪族,所 謂 「族系資本」であった。
1902年には主要砂糖輸 出会社11社の中,欧 米資本3社 以外,台 湾人資本 は7社
に対 し,日 本資本は1社 のみであ った。 また1902-4年に設立 された近代製糖会
社 は8社 あ ったが,倉 湾 製糖 株 式 会社 以外 に,民 間資 本 一社 だ けが 日本資 本 に
よ る もので あ り,そ の 他 は全 部 台 湾 人資 本 に よ る もので あ った】3,。この 日本 人
13>徐照彦r日本帝国主義下の台湾」東大出版会,1975年,339ページ。
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の投資が皆無に近いのは 「本島糖商 と製糖業者の問における多年資本上 の関係
は外人 にして容易 に手出 しで きない」結果であ る1%早期 の砂糖生産 の発展 は
台湾人夫,中,小 資本が総 ぐるみで参入 した ことを示 してい る。 日本市場は砂
糖 の新 たな輸出仕向地 とな り,砂糖生産 と移輸出額 は年年大 きく成長 しつづ け
Fた151
。輸 出の主役 も台湾人商人であったため,か な りの利益 があげ られ た。後
の米 も同 じ形態であ った。 この時期の対外輸出取引形態を図1で 示 そう:糖 廊
と輸 出業者 の間には仲 介人(土 墾 間等)剛,糖商 など中小商 人が入 る場合が多
く,彼 らは前貸 し資本で生産者か らの仕 入を確保 していた。 これは 日本資本の
進入を阻む最後の牙城であった。 また商人資本の蓄積 は,こ の時期比較的積極
的に製糖業に投入され,好 循環であ った。
一方,砂 糖以外 の伝統部門たる 日用品の島内で の生産,流 通過程には 日本資
本 は入 りこめなか った。専売品以外の生産販売に対 しては規制 はなかったので,
島内向 けの 日用品の生産 と販売 も完全 に台湾人によってなされていた。そ して
その原 因は販路にあると報告され てい る171。糖 ・米以外 の茶,樟 脳,大 陸雑貨
な どは主に台北 に集 中 した。1897年の台北淡水税関統計で は輸 出入 の殆 ども
「本島商人 ノ手ニテ取扱 ハル」 とあ り,こ こだけで全島の貿 易額の六割以上 を
占めた。輸 出は勿論の こと,輸 入 品 もここか ら各地へ分散 した18)。商人の活動
図1糖 ・米搬出経路
糖廊 ・米摺工場(土 聾間)一 輸出業者





15)黄.前 掲書,232ペー ジ表3か ら算出 した砂糖の搬出額は,1897-1904年の問に3.18倍に急増 し ・
た。
15)「土間」は米摺加工工場で古 くか ら存在 し,商 人資本が 出資 した ものが多 く,前 貸し資金で農




の基盤 として は,永 年 の人的 ・資本関係以外 に,独 自な資 本回転の金融 ルー
ト・機関を もつ ことが重要 である。土間以外 に商人の中には,比 較的大規模 な
為替業務や特定物産商業への貸付業務を兼業する 「銭荘」 もあ った,そ れは と
くに対 岸 ・香 港貿易決 済に活躍 したが,利 用 し易いため,商 人 の金融基盤 と
なった。 このような 「銭荘」 は淡水近 くの大稲呈 に30軒以上,清 末台湾の金融
中心地 たる対岸の厦門に もこの時期 まだ数多 く存在 してお り19〕,度門では米屋
と並 んで二大業種 とな ったほ どであった。その他のヤ ミ金融,高 利貸,無 尽講
に似 る 「会」 も商 人資本 の金融源 となった。近年,港,台,大 陸間に地下金融
が復活 している。偶然で はないように思 う。
この時期 の商人資本の経営は,基 本的 には砂糖 と米中心の生産 ・貿易で,清
末 と変わ りが ない。結果 的 に台湾で は 日本植民本国 の経済補完体,バ イカル
チ ャー供給基地 として,輸 出指 向,日 本 ・海外市場依存型経済の性格がますま
す強め られた。しか し,輸 出先 の変化 と植民地政府の政治的規制によ り,経営
主体 に変化が起 り,幾 つかの族系資本は成長 したが,郊 商組織はますます衰退
した。総督府は郊 の組織 としての勢力の増大が,政 治,経 済上の組織的反対勢
力 になるのを規制 し,中小資本 に発展の道を残す ことで,政 情 と経済の安定 と
コ ントロールをはか っていた と考 え られ る。後 の文化協 会に対 する弾圧 にも総
督府の同 じ方針が伺え る。政府主導の商会(組 合)が 作 られたが,台 湾商人は
組織化や商会に興味を示 さず,殆 ど独 自で商業 などを営 んで いた2。,。結局糖業
資本 と関連 した大商人資本の成立及び旧郊商の中小資本固有基盤 の維持 とい う
二重構造が形成された。旧中小郊商資本の多 くはまた細 分され,個 人経営,少
人数 による民事合股(合 名 会社)と い う形態を とって,規 制 を受 けない地下金
融で運営 した。歴史的に激 しい政体変遷,法 制の不完備 による政府不信,日 本
植民地期 の政治的差別 と組織的活動の規制を考 えると,こ のような小資本経営
と商業へ の集 中は最適な選択だ ったのか もしれない。 このことは二次大戦後台
湾の二重経済構造 と中小資本経営指向,そ して特化生産物の輸 出指 向の原型が,
20)黄,前掲書,282ページ。
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日本 植民 地 初期 に,台 湾 の歴 史 的 条件 と 日本植 民 政策 に よ って徐 々 に型作 られ
て い った とい う仮 設設 定 を可 能 にす る。
2.日露戦後における商人資本 の蓄積 と性格
日露戦争後 日本国内 は好 景気 を呈 し,独 占資本 も資金の余裕を もち始 め,砂
糖 の高利 を目指 して台湾への進 出を始 めた。製糖業 において は現地資本 と競合
関係 にな り,1908年総督府 は府令16号を発 し,台 湾人の単独会社 の設立 を禁止
した。さ らに1910年か らの第一次 合同運動で,殆どの大製糖会社が 日本資本 に
合併 され,工 業部門における台湾人大資本 は大 きく後退 した。1904年の幣制改
正 と1911年の 日台関税一本化 を機 に日本独 占資本 は,総 督府 の保護で米 ・糖 関
連の最終輸 出段階に進出 し,こ の段 階にある台湾 人商業資本は後退 したが,輸
出までの集荷 ・流通段 階は依然 として台湾人資本特 に中小資本が握 り21㌧他 の
産品の輸移出 も台湾人勢力が保持 していた。小規模で経 済変動 の影響に機敏 に
対応 して蓄積を行 う実態を,次 に全体の貿易成長 と貿易構造の変化か らみ る。
日露戦後 は 日本の食料不足が 目立ち,台 湾の食料 ・農産品供給 地 としての役
割 もます ます増大 した。そ して一次戦後の加工品移輸 出 も加 え,貿 易額の成長
のみな らず,経 済 の移輸 出依 存率が1903年の11.5%から1934年の55.5%へ高
まった22)。その額 と内容 を見よう(表1-1;1-2)。
表1-1の 輸出重要 品 目で は,1902年か ら伝統の米,砂 糖,ウ 一口 ン茶が一
時大 きく減退 したことがわかる。 これ6:1911年日台関税一本化 まで の数度の関
税増税 で輸 出が激減 した ことによる、代 りに同 じ1902年か ら2-2表 の これ ら
の商品の対 日移出量が急増 した。一次大戦 と戦後欧州の経済恐慌 に より,対 欧
州輸出は激減 し,そ の分対岸へ伺 った。戦時欧米の対中輸出 に余裕がなか った
こともそれ を可能 とした。17年前後の対岸輸 出が著 しく増 えた。27年以後それ .
は,日 中政治緊張 によ り後退 した。糖 ・米移出の最終段 階は 日本資本が独 占す
21)川 野 重 任,前 掲 書,249ペ ー ジ。














































































































るが,そ れ までの段 階は台湾 人が牛耳 った。価格決定の主導権 もほぼ台湾人に
あ った。他の品 目の扱 いは台湾人資本が殆 どを占め,輸 出特 に対岸へは台湾人
商人が主役であ った。
商品構造についてみ ると,一 次大戦後,伝 統商品全般 の輸出が後退 し,そ れ
に代わ って,酒 精,燐 寸,織 物,な ど新製品が急成長 した。それら輸 出額及 び
蝉岸貿易は31年日中戦争 まで全体的に増加 した。 こちらは台湾商人資本が集 中
してお り,生 産 もまた台湾人の手 によるものが殆 どであ ることか ら,輸 出の成
長 自体が台湾人商人資 本の成長 を示 している と考 えられ る。 さ らに新興 産業製
品の対 日移 出にも台湾 人商人が直接参入 して,新 たな成長部 門 となった。移出
の表1-2を みれば,一 次大戦 後対 日輸出ではバナナ,パ イナプル缶,帽 子,
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酒精 な どが急増す る。 ともに大戦後 に勃興 した産業 であ るが。 こうい つたマ
ニュフ ァクチ ャー産業 は殆 ど台湾人工場で 製造 され23,,そ の移輸 出 も実の所台
湾人が独 占 していた といって良い。 これ らの輸 出経路を,一次大戦後 の重要移
輸出品の一つである帽子(パ ナマ帽)を 例 に取 ってみ よ う。(図2)
この ような中小 零細 産業,家 庭 内産業 は日本資本 に統 合 され るこ とな く,
まった く現地資本 によるもので,生 産,流 通ない し輸出まで単独で行なわれた。
取引業者は,台湾各地お よび日本の集荷地であ る神戸 に拠点 を置 いた。例えば
昭和7年 には全島帽子移出業者38社が全社神戸に出張員 を置いていた。商社 の
創設者 は全 部台湾人で あ り,神 戸 出張 員 も,日本人一名以外 は全員 台湾人で
あった2%こ のよ うな新興移出業 は中小の商業資本であ りなが ら,対 日移出 に
参入 し,海 外市場 と結ぶ輸 出指向製品で商人的蓄積 を行 った。在来経路 の対岸
貿易 の台湾 人商 人資本の成長は次第で検討す る。
対外貿易 と同様,島 内流通で も台湾人が主役で あった。輸出までの米 の籾摺
り,砂糖 の仲介,金 融 を兼ねた三位一体的存在 の中小資本の 「土塑間」 が,こ
の時期数において大 き く増 えだ5)。取引経路か らみると,米,糖 のよ うな大口
商品の場合,最 終移 出は日本業者が主要な役割 を担 うが,仲 介 と島内の商業取
引は依然 として台湾 人が担 っていた。 と くに 「土嚢 間」 が果 たす加工業 ・商
業 ・金融取扱い資本 と しての役割が無視で きなか った。その他,島 内一般商業
図2帽 子の流通経路





23)台湾 中小民族工業発展 については,山 本有造 『日本植民地経済史研究』 名古屋大学出版会,
1992年,第四章を参照されたい。
24>台中州勧業課 『台湾における帽子』昭和8年 ,53ペー ジ表より。
25)「土間」の数は1932年総督府 「工場名簿」では3000軒を超える。
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で の日本人の商業部 門は畳店,日 本酒,和 服 な ど専 ら日本人相手 の専 門店部門
に留ま った。
島内の商業取引は輸出 までの経路図で もわか るよ うに,旧 郊 商組織 こそな く
なったが,固 有の取引関係,資 本金融関係は変わ っていない。組織はな くなる
が,個 々の商業会社 ・商店 にす り替わ って,その数は寧 ろ増 えていた。1921年
の 第一 回国勢 調査 によれば,商 業主 の総数 は,台 湾 人54、736人,日本 人 は
4,738人で11倍の差があ る。 その内訳 の物品販売,斡 旋,金 融保険業,等 すべ
ての項 目において台湾人商業資本が圧倒的であ った2%商 取 引額 も最大 の商業
中心地台北では八割以上 は台湾人資 本が占めた。
商業 に於て は,中小 資本だ けで な く,会 社形 態 を取 ってい るの も台湾 人が
53%で,農業 を除 き唯一 日本資本 を凌 ぐ部 門 となって2",輸出主導経済発展に
貢献 した。
以上,日 本植民地初期 と日露戦後の貿易の変化 と台湾人資本の変化 を数量的
に見て きたが,早 期の輸 出及び移 出が主 に台湾人によって担 われていた ことが
明 らかである。1911年の 日台関税一本化 まで には,猶 予期 間がおかれ,そ の間
も緩やかに発展 していた。 日本資本は日露戦後そ して関税一本化後 に大挙台湾
に進入 したが,こ の時期米 ・糖の台湾人大商人資本の成長が制 限された ものの,
伝統基盤 を保持 した。 また中小商人資本は機敏 に他の貿易品で対抗 し成長 した。
その結果,中 小規模 の輸出指向の台湾人商人の姿勢が一層 はっき りし,産 業資
本 に比 して,商 業資本の成長が一層明 らかになった。
その過程で台湾 人資本の商業へ の集中 と輸 出志 向及 び地下金融,非 合理的な
取引関係 な どの前資本主義的商人性格か らの脱却 は,政 治上経 済上 の差別 によ
り困難で,む しろ定着 さえさせた。彼 らは小規模で も日本資 本に経済的人格的
に従属 しな くて も済んだか らであ る。結果的 にこれ らの性格 は自己利益 の保護




商人 の地位 は既 に特殊 な存在である清末 よ り,さ らに 「改隷 と共に階級 をたて
た官吏及 び読書人は対岸に去 り少数の読書人が下級官吏に採用せ られた るな り
今 は士なる階級は存在 を失 ひ…商人の富力を増大 し第一位 に位す るの観 を呈 し
たのである。」28)と言われていた。 そ してこの時生 き残 るため鍛えぬかれた商人
資本の中小独立指 向,海 外市場依存,貿 易輸 出主導の成長 とい う特質が二次大
戦後台湾経 済発展 の性格に も大 きな影響を持 ち込 んでいるとは考 えられ ないだ
ろうか。
III日植期 の対岸貿易 と台湾 人商人資本
対外輸出で大 きな比重を占めている対岸貿易は,台 湾人商人資本存続の重要
な足場の一つである。伝統物産或いは後期新興産業商品の対岸貿易,及 び 日本
商品の中継 は,消 費習慣,人 的繋が りか ら,殆 ど台湾人商人によって行なわれ
た。対岸輸 出全体は,増 え る傾向で,19工5年から年々対岸輸入を大 きく上回 っ
た。対岸輸 出は,対 日移出 より商品構造や輸出方式,商 人蓄積が全面的であ る
ので,台 湾人商人蓄積様態 をよ り全面的に観察で きる。
1.貿易構造の変化 と商人資本蓄積
対岸輸 出の重要仕 向地の厦門,福 州,汕 頭等への輸出品 目を検討すれば,一
次産.品輸 出の多か った清末 とは異 な り,一次大戦後,と りわ け30年代 の工業化
運動 とそこでの台湾中小工業の勃興によって,対 岸貿易で も工業製品が 目立 っ
て きた。El本製品の加工,中 継 も加わ り,台 湾は農産品供給基地か ら輸入代替
した初期工 業品 の輸出基地に移行 しは じめた,『台湾商工 統計』40年版でみ る
対岸重要輸出品 は,砂 糖 茶,綿 織物,石 炭,乾 魚,バ ナナ,燐 寸,酒 精,缶
詰,セ メン ト,木材,履 物 とな っている。加工 品,工 業製品が一次産品 よ り多
くなった ことがわか る。これ らの製品の対岸輸 出は勿論,生 産 も台湾人が中心
であ った。貿易の発展が工業を促進 し,工 業の発展が また貿易の成長 を可能 に
28)実業之台湾杜r台湾経済年鑑』大正14年版。
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した ので あ る。
対 岸 貿 易 は,台 湾 の 日本市 場 との 関係 よ りも,大 きな変 動 を遂 げ なが ら発 展
して きた 。趨 勢 を表2で 見 よ う。
上 記 の対 岸 輸 出 の量,額 を見れ ば,領 有 初期 は,55%を 保持 してい た。 これ
は 日本植 民 初期,清 末 の関税 を踏襲 した こ とで,在 来 の対 岸 貿 易が 温存 され た
こ とを示 して い る。1899年よ り 「輸 出税 」 「出港税 」 が か け られ,そ して 日本
へ の砂 糖 搬 出 の好 況 に よ って,漸 次 低下 傾 向 とな る,そ の後1911年の関税 一 本
化 に よ って,12年 に は,つ い に10%をわ った。 一次 大戦 中 と戦 後 は,台 湾 と中
国大 陸 の好 景 気で,対 岸 貿 易が また盛 ん に な り,と くに額 の面 で は大 きな躍 進
を見 た 。17年は12年の倍 以上 の額 を記録 した 。米 ・糖 が 落 ち込 む に もか か わ ら
ず27年は17年の2倍 以.ヒとな った。 これ は新 興 工業 品輸 出 によ る もの と考 え て
良 い。 しか し,30年以 降 の 日本 の 中国侵 攻 は,日 貨 不買 運 動 を引 き起 こ し,中
国 関税 増 もあ って,一 時 また 落 ち込 み を見せ た 。38年以 降 は台 湾 の工 業製 品 も
多 くな り,大 陸へ の供 給 地 と もな って,輸 出額 は急増 した 。44年はつ い に25%
を越 え,45年は30%に もな った。次 は対 岸 輸 出 の成 長 の裏 で 活 躍す る商 人 の経
営 ・蓄積 をみ よ う。
2.物 流,人 流,資 金 フロー構造
対岸貿易の輸出取引経路を簡単に示そ う。(図3)
大商社全体 では取引額の30%未満 を占めている.そ の中には台湾人大商社 も
入 ってい るので,日 本資本分 は30%以下 にな る。中小商社は小発動機船或いは








鳶瓢 『鳥 翫 工 在　 社　 或、　 商人へ
船主,走 水(便 利屋 ・密輸〉一一 中国商人,或 は直接消費者へ
(著者作成〉
場 以 外 の 地 に も出 入 り し居 る状 態 な る に よ り,荷 物 の 運 輸 上 頗 る便 利 で あ る
…… 軽視 す るを得 ぬ ものの如 くで あ る,輸 出 額 は約7割 を 占む る」29,。この よ
うな 台湾 人 中小 商社 が,固 有 の対岸 とのつ なが りを以 て,台 湾 籍 民 とい う身分
で 治外 法 権 を利 用 して合 法,非 合 法手 段で,対 岸貿 易 で活 躍 した こ とが,上 の
数字 で伺 え る。 さ らに,も う一 種類 の運 び屋 も無視 で きない存 在 で あ る。 いわ
ゆ る 「走 水 」 とよばれ る便 利屋 で あ る。 台湾 と大 陸厦 門 の便 利 屋 業 は古 くか ら
あ った が,と くに30年代 日貨排 斥 運 動 のた め,正 規 輸 入が 不振 に な る中で 「走
水」 が小 量 の手 荷 物 と して携帯 し,割 安 の 税金 で輸 入 して,相 当 の利益 をあ げ
た。 昭 和10年この種 の便利 屋 貿易 は1000万元 に も及 んだ90)。この 年 の正 規 の 対
中国輸 出 は1300万元 で あ った ので 。実 に匹敵 す る よ うな数字 で あ った3"。さ ら
に当 時大 陸側 在住 の台 湾人 の職 業 を,例 えば,表3で 見 れ ばわ か るよ うに,商
業が 殆 どで あ り,「走 水」 な ど地下 商 人の 拠 点で あ った と も考 え られ る。扱 う
商品 の うち,ア ヘ ン,雑 貨,海 産,穀 物等 は,台 湾か らの輸 出品 と一致 して い
る。 台湾 商人 は,多 様 な輸 出形態 を利 用 して,対 岸貿 易で 活 躍 し,相 当 の利 益
をあ げ る こ とがで き,固 有 ルー ト ・地 下金 融 を利 用 して 商業 資 本 の 回転や 蓄 積
を行 な って いた 。
表3厦 門在住台湾籍民職業
















(厦門領事 井上庚二郎 『厦門における台湾籍民問題』 より作成)
29)総:督 府 外 事 課 『台 湾 と 南支 那 』 昭 和 ユ2年,46ペー ジ 。
30)31〕高 橋 亀 吉,前 掲 書,345,319ペー ジ。
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もうひとつの事象 も見てお く必要があるように思 う。大陸か らの労働力 の移
入であ る。台湾では,日 本領有以前から,多 くの密入国があ り,領 有以後 もつ
づいた。 とくに台湾工業発展に伴 って景気が よ くな り,労 働力が不足がちにな
ると.大 陸か ら廉価 の労働力が合法,非 合法にはい り,台湾入商人がそれ らを
手配 し,労働 力を売買す ることで利益をあげた。特殊な労働力商品貿易である。
その量 はかな りの ものである。 日本外務省の調査では昭和9 ,10,11年の中国
大陸労働力移入は各1万3千,1万5千 ,1万2千 人 とな って いた3呂'。これは
低調時の労働 力移入の数であ り,そ れまで にもつと多 く移入 していた。支那事
変後防諜 関係上移入は制限されたが,そ れで も毎年1万 人以上が移入 して きて
いた。 さらに他の人的移動 も興味深いことであ る。何故 なら各階層 の人的移動
を伴 った対岸取引 は,台 湾人商人の対岸貿易における強さであ り,商 人資本成
長 の足場で もあるか らである。商業貿易の資金循環 はまた,根 強 く商人間の民
間金融 ・為替業 によって支 えられていた。表3-2に あるよ うに,大 陸在住の
台湾人 の重要 な職業の一つの為替取 引は,厦 門だ けで もユ9軒あ った。か くして
対岸貿易 の商業資本の物流,人 流,資 金 フローの構造は,日 本領有後 も基 本的
には変わ っていない。当時台湾銀行など金融制度 の整備 をみたにもかかわ らず
,
台湾人が受 けた制限 と差別か らの政府不信 と日系資本への非協 力,そ して 自ら
利益の収奪 を逃れ るため,台 湾商人は対岸貿易の伝統的な足場 を利用 して多様
な経営 ・蓄積方法を展開 していたのであ る。植民地バイカルチ ャー貿易構造か
ら逸脱 し,統 合されなか った対岸 との貿易,経 済活動の多様 な展開 は,戦 後全
方位多様化製品輸出の原型 とも考 えられ よう。
む す び
これ まで の考 察 を通 して,次 の事柄 を確 認 で き よ う:一 つ は商 人資 本 の歴 史
的基礎 の存 在 が 後 の発 展 に と って もつ 意義 の問題 で あ る。 台湾 で は そ もそ も商
品 的 農 産物 の特 化 生 産 ・輸 出経 験 が あ った か ら こそ ,清 末 の 開 港 は,特 化 物
32)台湾経済年報刊行会編 「台湾経済年報」昭和ユ7年版,166ページ。
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産の生産及び輸 出で高成長で きた。 日本植民地期 において も.,商人資本は,独
自な固有基盤で存続 し,輸 出 と加工業成長の主体 となった。 これは二次大戦後
の中小資本による輸出志向型工業化の原型 とも言えよう。この点 は韓国の植民
期 の日本資本の独 占体制が戦後の財閥中心 の経済体制に繋がる ことと対照的で
ある。 また韓国 と違 って台湾経済は開拓 当初か ら一貫 して輸 出指 向型で,そ の
過程 は政府主導 よ りも,商 人資本が自ら優位 商品 を特化 し,商 業蓄積が産業 を
促進 した結果で あった。 日本植民地期において も,商 人資本の独 自の基盤 ・経
営での活躍がなけれぼ,すべての経済分野 は総督府,日本財閥のモ ノカルチャー
経済体制に編成 され,30年代以降の米糖以外 の日用 ・軽工業製品の輸入代替化
と工 業発展 は不可能であったろ う。ま して戦後の台湾民 間中小資本による輸 出
指向工業化 の成功 は。 多 くの旧植民地国で戦後のモ ノカルチ ャー経済か らの脱
却が,な か なかで きなか ったの も,中 小の民族資本の未発達が原 因ではなか ろ
うか。工業化 ・イ ンフラ整備は政府 によるもの もあるが,台 湾植民地期 の財政
収入は,む しろ大部分が 日本に吸い上げられ鋤,一層の工 業化が阻まれた。だが
民間中小資本の発達 という基礎条件 は脱植民地化に大 きな意味 をもつであろう。
いま一つ は,商 人資本の経営特質が一貫 して輸出指 向型で,同 時 に独 立中小
資本志向型であること,こ れ ら商人資本独 自の取引基盤や金融組織の形成,そ
して商人の社会的地位,台 湾人の商人志向な ど台湾商人資本主義性格 の原型が,
歴史内在要因 と日本植民地期の圧政によ り確立された ことも検出で きよ う。か
くして台湾商人資本を中心 と した資本主義発展過程 においては,小 資本の商
業 ・工業 ・金融取扱いが混合 した前資本主義的生産 組織 関係,ま た地下経済
的な性格が,開 拓当初か らみ られ,日 本植民地期 にさらに定着 し,そ してその
性格 を帯 びたままNIEs化して きた経緯がみ られ る。工業化 にとって このよう
な前近代 的,非 合理性 要因はマ イナス として従来議論されて きだ4〕。 しか しこ
33)植民地期台湾への全補助金は3,048万円に対 し,大正10年までの移出入によ り発生 した利益だ
けで10倍以上であった。また戦時国債 と日本への財政供給は15億円にも達 した。
34)例えば馬場宏二は 「工業化に不適合な旧慣をも維持 し,生 産力の自生的発展 を制約することに
なる。」(馬場氏前掲書)
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の よ うな性 格 を持 ち なが ら台湾 経 済がN正Es化 して きた経 験 は,ア ジ ア的 ・前
近代 的共 同体 社会 の工業 化 の 内在 的可能 性,換 言 す れ ば,中 小 資本 中 心で 前 近
代 的資本 関係 を維 持 した ま まで 工業 化発 展 が遂 げ られ る一 方 向 を示唆 して くれ
るか もしれ な い。
台 湾資 本主 義 の形 成 は,当 初 は 中国市場 範 囲で み れ ぼ,商 人 資 本主 導 の遠 隔
地 商業 圏 の発 達 に よ る分 業特 化 に よる もので あ った 。 この よ うな商 業 資本 主義
の形 成過 程(遠 隔 地 商業 圏発 展 →特 産 品輸 出主 導経 済 成長 → 戦後 の世界 市場 加
工 基 地→NIEsへ)の 主 役 は商 人資 本 中心 の 中小資 本(産 業資 本 も商 人資 本 の
性格 を帯 び る)で あ る。 そ の前 近代 的資 本諸 特徴 の基 礎 は,共 同体 に固有 な人
的 繋 が りで あ る。 儒 教 資 本 主 義 や ネ ッ ト ワー ク 資 本 主 義(Network
capitalism>ともい わ れ てい るが,台 湾 は特 に三 位 一 体 の 商 人資 本 主 導 で ,商
人資 本主 義 とい え るか も しれ な い。 この よ うな前近 代 的 な ネ ッ トワー ク商 人資
本主義 の 図式 で 発展 途 上 国 の開発 独 裁 の弊害 や 市場 の未 整 備,世 界 市場 の不 安
定性 に対 処す るの は,む しろ政府 主導 の大 資 本 大企業 よ り,ダ イナ ミックに,
途 上 国 の 基盤 に合 う発展 を期 待 させ るか も しれ ない。 途上 国の偽 装 失業 の解 決
もネ ッ トワー ク商 人資 本 主義 の よ うな前 近代 関係が 混在 した ものが 適 当か も し
れ ない。 なぜ な ら 「偽 装就 業 押 が広 範 に存 在す るか らで あ る。 そ の意 味 で は,
台 湾 の前資 本 主義 性 格 の商 人資 本 は,原 蓄の 広 範且 つ活 力 のあ る基 礎 単位 とな
り.む しろ工 業化 発展 に貢献 して きた といえ よ う。外 的 条件 に よ り,台 湾 資 本
主 義 の発 展段 階が規 定 され るが ,根 底 にあ る商 人資 本 的性 格 は 変わ ってい な い
よ うに思 わ れ る。 これ は,一 方的 に資本 主義 化 が前 近代 関係 を解 体す るの で は
な しに,逆 に前 近代 関係 が資 本主 義 を取 り入 れ て適応 して い く主導 性 を も もっ
とみ る こ とを許す か も しれ ない 。大 陸中 国が外 来 の社 会主 義 や 市場経 済 を適用






柄 で あ ろ う。
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